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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

富
士
塚
万
力
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

山
梨
市
万
力
地
内
の
笛
吹
川
右
岸
と
県
道
二
百
十
六
号
（
万
力
小
屋
敷
線
）
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
国
道
百
四
十
号
（
通
称
「
西
関
東
連
絡
道
路
」）
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
農
道
畑
総
二
十
八
号
（
通
称
「
富
士
塚
道
路
」）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
東
、
北
西
、
東
及
び
北
西
に
進
み
山
梨
市
道
江
曽
原

富
士
塚
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
、
北
西
及
び
南
東
に
進
み
山
梨
市
道
下

川
久
保
姥
窪
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
北
東
に
進
み
兄
川
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
に
進
み
笛
吹
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
西
に

進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

二
百
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

富
士
塚
万
力
鳥
獣
保
護
区
は
、
山
梨
市
万
力
地
内
の
市
街
地
に
残
さ
れ
た
樹
林
帯
で
あ
り
、

植
生
は
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
、
一
部
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ニ
シ
キ
ギ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
等
が

み
ら
れ
、
鳥
類
で
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ツ
グ
ミ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
等

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
市
万
力
公
園
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
梨
市
民
の
行
楽
や
憩

い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
該
地
区
を
含
む
地
域
は
、
歴
史
文
化
公
園

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
法
　
　
　

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

二
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

塩
の
山
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
地
内
の
県
道
三
十
八
号
（
杣
口
塩
山
線
）
と
甲
州
市
道
上
於
曽
八
十
号
線

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
四
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

十
月
二
十
九
日

第
千
八
百
三
号

月　曜　日

、
、



と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
甲
州
市
道
上
井
尻
二
十
四
号
線
に
至

る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
北
及
び
北
西
に
進
み
甲
州
市
道
上
井
尻
二
十
四

号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
甲
州
市
道
上
於
曽
八
十
一
号
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
塩
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南

進
し
甲
州
市
道
上
於
曽
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
甲
州
市
道

上
於
曽
八
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
及
び
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

四
十
五
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
　

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

塩
の
山
鳥
獣
保
護
区
は
、
甲
州
市
塩
山
の
市
街
地
に
近
接
す
る
塩
の
山
（
標
高
五
百
五
十

二
・
八
メ
ー
ト
ル
）
一
帯
で
あ
り
、
植
生
は
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
、
そ
の
下
層
に
ガ
マ
ズ
ミ
、

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
等
が
み
ら
れ
、
獣
類
で
は
、
イ
タ
チ
、
キ
ツ
ネ
等
が
確
認
さ
れ
、

鳥
類
で
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
カ
ッ
コ
ウ
、
キ
ジ
等
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
塩
の
山
公
園
や
塩
の
山
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甲

州
市
民
の
行
楽
や
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
該
地
区
は
、
歴
史
文

化
公
園
及
び
塩
の
山
歴
史
景
観
保
全
地
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
　

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

塩
の
山
一
帯
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
　

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

三
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

大
野
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

上
野
原
市
大
野
地
内
の
県
道
五
百
七
号
（
野
田
尻
四
方
津
停
車
場
線
）
と
上
野
原
市
道
大
野
犬

目
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
、
南
及
び
東
に
進
み
国
道
二
十
号
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
大
呼
戸
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
上
野
原

市
・
大
月
市
境
界
線
を
北
及
び
西
に
進
み
通
称
「
カ
イ
ゴ
峠
」
に
至
り
、
同
所
か
ら
上
野
原
市
道

南
米
沢
梁
川
線
を
北
西
に
進
み
上
野
原
市
道
南
米
沢
小
学
校
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
東
及
び
北
に
進
み
上
野
原
市
道
大
野
犬
目
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

八
十
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

大
野
鳥
獣
保
護
区
は
、
上
野
原
市
大
野
地
内
の
大
野
貯
水
池
を
中
心
と
し
た
区
域
で
あ
り
、

周
辺
に
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
を
主
体
と
し
た
林
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映

し
て
、
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
等
の
多
数
の
渡
り
鳥
が
中
継
地

と
し
て
利
用
す
る
重
要
な
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
集
団
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

大
野
貯
水
池
等
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

四
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

山
中
湖
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
四
四



南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
地
内
の
国
道
百
三
十
八
号
と
県
道
七
百
二
十
九
号（
山
北
山
中
湖
線
）

と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
富
士
急
行
株
式
会
社
が
管
理
す
る
ホ

テ
ル
マ
ウ
ン
ト
富
士
に
至
る
私
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
私
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進

み
通
称
「
石
割
山
ハ
イ
キ
ン
グ
道
」
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
北
東
に

進
み
山
中
湖
村
道
六
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
東
及
び
南
に
進
み
県

道
七
百
二
十
九
号
（
山
北
山
中
湖
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
国

道
四
百
十
三
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
国
道
百
三
十
八
号

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
及
び
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

千
三
百
六
十
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

山
中
湖
鳥
獣
保
護
区
は
、
南
都
留
郡
山
中
湖
村
の
山
中
湖
を
中
心
と
し
た
区
域
で
あ
り
、
富

士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
第
二
種
特
別
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。周
辺
に
は
カ
ラ
マ
ツ
植
林
、

ア
カ
マ
ツ
植
林
、
ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
等
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環

境
を
反
映
し
て
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
、
マ
ガ
モ
、
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヨ
シ
ガ
モ
、
ホ
シ

ハ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
、
ミ
コ
ア
イ
サ
等
の
多
数
の
渡
り
鳥
が
中
継
地
と
し
て
利
用
す
る
重
要

な
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
集
団
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

山
中
湖
等
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
、
併
せ
て
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
休
猟
区
の
存
続
期
間
と
同
一
の
期
間
、
当
該
休
猟
区
の
全
部
に
つ
い
て
、
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
に
限
る
。）
に
関
し
、
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

江
草
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
須
玉
町
江
草
地
内
の
県
道
二
十
三
号
（
韮
崎
増
富
線
）
と
北
杜
市
道
大
渡
宮
平
線
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
北
杜
市
道
宮
平
部
落
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
県
営
林
道
小
森
川
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し

県
営
林
道
観
音
峠
大
野
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
西
に
進
み
甲
斐

市
・
北
杜
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
及
び
南
に
進
み
茅
ヶ
岳
三
角

点
（
標
高
千
七
百
三
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
登
山
道
を
南
西
に
進
み
県
営
林
道
千

本
桜
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
及
び
北
に
進
み
県
営
林
道
前
山
大
明
神
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
県
営
林
道
茅
ヶ
岳
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
林
道
を
西
、
南
及
び
南
西
に
進
み
北
杜
市
明
野
町
・
北
杜
市
須
玉
町
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
、
北
東
及
び
北
西
に
進
み
茅
ヶ
岳
広
域
農
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
県
道
二
十
三
号
（
韮
崎
増
富
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
六
百
四
十
一
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

長
坂
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
長
坂
町
・
北
杜
市
小
淵
沢
町
境
界
線
と
中
央
自
動
車
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
自

動
車
道
を
東
、南
西
及
び
南
に
進
み
北
杜
市
高
根
町
・
北
杜
市
長
坂
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
北
杜
市
須
玉
町
・
北
杜
市
長
坂
町
境
界
線
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
北
杜
市
長
坂
町
・
北
杜
市
武
川
町
境

界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
北
杜
市
白
州
町
花
水
・
北
杜
市
白

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
四
五



州
町
台
ヶ
原
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
釜
無
川
を
北
西
に
進
み
小
深
沢
川
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
進
み
北
杜
市
長
坂
町
・
北
杜
市
白
州
町
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
及
び
西
に
進
み
北
杜
市
長
坂
町
・
北
杜
市
小
淵
沢
町
境
界
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
三
百
八
十
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

武
川
釜
無
川
右
岸
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
白
州
町
・
北
杜
市
武
川
町
境
界
線
と
北
杜
市
営
林
道
釜
無
川
右
岸
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
、
南
東
及
び
北
東
に
進
み
北
杜
市
営
林
道
小
林
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
北
杜
市
道
深
奥
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
南
進
し
韮
崎
市
・
北
杜
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
、
南
東
、

西
及
び
南
に
進
み
燕
頭
山
三
角
点
（
標
高
二
千
百
五
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
石
空
川
北

沢
・
南
沢
合
流
点
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
を
北
西
に
進
み
同
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾

根
を
北
西
に
進
み
三
角
点
（
標
高
千
八
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
二
百
七
十
メ

ー
ト
ル
西
進
し
一
ノ
沢
に
至
る
谷
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
西
に
進
み
一
ノ
沢
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
北
杜
市
白
州
町
・
北
杜
市
武
川
町
境
界
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
三
十
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
休
猟
区
の
名
称

櫛
形
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

国
道
五
十
二
号
線
と
県
道
十
二
号
（
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
）
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
下
宮
地
・
南
ア
ル
プ
ス
市
古
市
場
境
界
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び
北
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
山
寺
・
南
ア
ル
プ
ス
市
古
市

場
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
山
寺
・
南
ア

ル
プ
ス
市
川
上
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
、
北
西
及
び
南
西
に
進

み
南
ア
ル
プ
ス
市
下
市
之
瀬
・
南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

界
線
を
北
西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
上
野
・
南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
、
南
東
及
び
南
西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
上
野
・
南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢

境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
中
野
・
南
ア
ル
プ
ス

市
湯
沢
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
中
野
・

南
ア
ル
プ
ス
市
秋
山
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
南
ア
ル
プ

ス
市
・
南
巨
摩
郡
増
穂
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
及
び
北
に
進
み

県
営
林
道
伊
那
ヶ
湖
大
久
保
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進

み
県
道
百
八
号
（
県
民
の
森
公
園
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
県
営
林

道
高
尾
伊
那
ヶ
湖
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
、
北
東
及
び
北
西
に
進
み
県

営
林
道
南
高
尾
山
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
及
び
北
に
進
み
県
営
林
道

櫛
形
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
及
び
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
高
尾
・

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
安
通
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
県
営

林
道
櫛
形
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
高
尾
・
南

ア
ル
プ
ス
市
築
山
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス

市
高
尾
・
南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
新
田
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に

進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
曲
輪
田
・
南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
新
田
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
境
界
線
を
東
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
曲
輪
田
・
南
ア
ル
プ
ス
市
曲
輪
田
新
田
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
道
飯
丘
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
道
曲
輪
田
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
富
士
川
西
部
広
域
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北

進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
道
飯
丘
三
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
南
ア

ル
プ
ス
市
道
飯
丘
三
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
県
道
十
二
号

（
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至

る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
五
百
二
十
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

岩
崎
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
州
市
大
和
町
日
影
地
内
の
国
道
二
十
号
と
県
道
二
百
十
二
号
（
日
影
笹
子
線
）
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
、
南
西
及
び
南
東
に
進
み
笹
子
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
月

市
・
甲
州
市
境
界
線
を
南
西
に
進
み
大
月
市
・
笛
吹
市
・
甲
州
市
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
笛
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梨
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吹
市
・
甲
州
市
境
界
線
を
北
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
大
沢
山
（
標
高
千
四
十
二
メ
ー
ト
ル
）、

茶
臼
山
（
標
高
九
百
四
十
八
・
三
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
中
央
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
自
動
車
道
上
り
線
を
東
進
し
鶴
瀬
橋
南
詰
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
渡
り
国

道
二
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
二
百
十
一
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

隼
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

山
梨
市
牧
丘
町
隼
地
内
の
国
道
百
四
十
号
と
山
梨
市
牧
丘
町
隼
・
山
梨
市
東
境
界
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
境
界
線
を
北
西
及
び
北
に
進
み
通
称
「
グ
レ
ー
プ
農
場
」
の
敷
地
境
界
線
を
経

て
笛
吹
川
右
岸
二
│
一
号
調
整
池
南
東
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
南
西
に
進
み
通
称
「
野
背

坂
」
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
西
進
し
天
狗
山
三
角
点
（
標
高
八
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
北
西
に
進
み
桜
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
西
に
進
み
八
幡

山
（
標
高
千
八
十
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
西
及
び
北
西
に
進
み
山
梨

市
営
東
山
中
部
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
山
梨
市
牧

丘
町
北
原
地
内
で
漆
川
集
落
に
至
る
作
業
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
東
進
し

農
道
三
号
と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
農
道
を
東
進
し
そ
の
他
市
道
五
号
と
の
接
点
に
至
り
、

同
市
道
を
東
進
し
二
級
市
道
三
十
三
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
県
道
二

百
六
号
（
塩
平
窪
平
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
、
北
東
及
び
南
東
に
進

み
国
道
百
四
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
二
級
市
道
三
十
五
号
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
国
道
百
四
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
百
二
〇
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

兜
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

山
梨
市
落
合
地
内
の
山
梨
市
道
落
合
矢
坪
線
と
国
道
百
四
十
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
笛
吹
市
道
春
日
居
二
│
五
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
進
し
笛
吹
市
道
春
日
居
三
│
三
百
十
五
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に

進
み
笛
吹
市
道
春
日
居
三
│
三
百
十
三
号
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
、
東

及
び
西
に
進
み
東
山
広
域
農
道
（
通
称
「
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
農
道
を
南
東
に
進
み
笛
吹
市
道
春
日
居
三
│
三
百
六
十
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
西
に
進
み
同
市
道
の
起
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
関
東
林
の
尾
根
を
北
西
及
び
西
に
進
み

鎮
目
日
影
山
（
標
高
九
百
六
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
二
十
五
メ
ー
ト
ル
北
西
の
地
点
で
甲
府
市
・
笛
吹

市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
、
東
及
び
北
に
進
み
甲
府
市
・
山
梨

市
・
笛
吹
市
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
市
・
笛
吹
市
境
界
線
を
南
東
に
進
み
棚
山
（
標
高

千
百
七
十
一
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
市
矢
坪
地
区
に
至
る
山
道
を
南
東
、
東
及
び

南
東
に
進
み
農
道
Ｄ
〇
六
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
、
南
東
及
び
南
に

進
み
山
梨
市
道
矢
坪
村
上
二
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
及
び
南
に
進
み
山
梨

市
道
落
合
矢
坪
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
、
北
東
、
南
及
び
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る

一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
百
八
十
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
休
猟
区
の
名
称

大
黒
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
早
川
町
新
倉
地
内
の
早
川
右
岸
と
県
営
広
河
原
林
道
と
の
交
点
（
新
倉
橋
）
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
東
京
電
力
水
位
観
測
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
二

百
メ
ー
ト
ル
南
進
し
た
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
五
百
三
十
メ
ー
ト
ル
南
東
に
進
み
新
倉
ト
ン
ネ

ル
南
詰
か
ら
西
進
し
た
線
と
尾
根
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
進
し
町
営
林
道
黒
桂
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
東
に
進
み
県
道
三
十
七
号
線
（
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線
）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
東
京
電
力
株
式
会
社
の
送
電
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
を
南
進
し
早
川
町
道
白
石
・
広
河
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
西
進
し
県
有
林
第
四
十
四
林
班
い
４

小
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
班

界
を
北
西
に
進
み
同
林
班
い
５

小
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
班
界
を
北
西
及
び
北
東

に
進
み
同
林
班
ろ
７

小
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
班
界
を
北
東
に
進
み
同
林
班
は
１

小
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
班
界
を
東
進
し
同
林
班
は
３

小
班
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
小
班
界
を
北
進
し
第
四
十
五
林
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
班
界
を
北
西

に
進
み
第
五
十
一
林
班
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
班
界
を
南
西
に
進
み
山
梨
県
・
静
岡

県
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
早
川
町
道
広
河
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梨
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原
・
転
付
峠
線
と
の
接
点
（
伝
付
峠
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
早

川
町
道
広
河
原
・
胡
桃
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
及
び
南
に
進
み
早
川
町

道
広
河
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
及
び
東
に
進
み
内
河
内
川
右
岸
と
の
交

点
（
六
十
三
号
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
進
し
早
川
右
岸
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
及
び
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

四
千
三
百
六
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
休
猟
区
の
名
称

大
城
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
身
延
町
門
野
地
内
の
県
道
八
百
八
号
線
（
大
城
小
田
船
原
線
）
と
身
延
町
道
門
野
線

と
の
接
点
（
町
営
門
野
の
湯
バ
ス
停
留
所
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県

営
林
道
豊
岡
梅
ヶ
島
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
、
西
及
び
南
西
に
進
み
山

梨
県
・
静
岡
県
境
界
線
と
の
交
点
（
安
倍
峠
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び
北
西

に
進
み
南
巨
摩
郡
早
川
町
・
南
巨
摩
郡
身
延
町
境
界
線
と
の
接
点
（
八
紘
嶺
（
標
高
千
九
百
十

七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
巨
摩
郡
早
川
町
・
南
巨
摩
郡
身
延
町
境
界
線
を
北

東
、
南
東
及
び
北
東
に
進
み
同
境
界
線
と
登
山
道
と
の
交
点
（
犬
平
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登

山
道
を
南
及
び
南
東
に
進
み
身
延
町
道
門
野
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に

進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
七
百
七
十
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
休
猟
区
の
名
称

大
平
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

都
留
市
古
川
渡
地
内
の
国
道
百
三
十
九
号
と
県
道
三
十
五
号
（
四
日
市
場
上
野
原
線
）
と
の
接

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
、
北
西
及
び
北
東
に
進
み
都
留
市
・
大
月
市
境
界
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
九
鬼
山
三
角
点
（
標
高
九
百
七
十
・
三
メ
ー

ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
及
び
東
に
進
み
高
畑
山
三
角
点
（
標
高
九
百
八
十

一
・
九
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
・
上
野
原
市
境
界
線
を
南
進
し
県
道
三
十
五
号

（
四
日
市
場
上
野
原
線
）
と
の
交
点
（
雛
鶴
ト
ン
ネ
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
、

西
及
び
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
二
十
八
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
休
猟
区
の
名
称

岩
岳
・
熊
倉
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
都
留
郡
丹
波
山
村
・
甲
州
市
境
界
線
上
に
あ
る
竜
バ
ミ
谷
と
モ
リ
尾
根
標
高
点
（
千
五
百

三
十
二
メ
ー
ト
ル
）
を
源
頭
と
し
竜
バ
ミ
沢
へ
合
す
る
沢
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
沢
を
南

東
に
進
み
モ
リ
尾
根
標
高
点
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
常
木
谷
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾

根
を
南
東
に
進
み
大
常
木
谷
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
及
び
北
東
に
進
み
御
岳

沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
東
及
び
東
に
進
み
飛
竜
山
・
前
飛
竜
最
低
鞍
部
に

至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
南
進
し
、
前
飛
竜
山
（
標
高
千
九
百
五
十
四
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
ミ
カ
サ
尾
根
を
南
東
に
進
み
熊
倉
山
三
角
点
（
標
高
千
六
百
二
十
四
メ
ー
ト
ル
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
熊
倉
尾
根
を
南
西
に
進
み
国
道
四
百
十
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
国
道
を
北
西
に
進
み
北
都
留
郡
丹
波
山
村
・
甲
州
市
境
界
線
と
の
交
点
（
一
之
瀬
川
橋
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
通
称
「
竜
バ
ミ
谷
沢
出
合
」
を
経
て
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
四
十
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
二
１
　
休
猟
区
の
名
称

忍
野
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
地
内
の
鳥
居
地
峠
と
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
杓
子
山
三
角
点
（
標
高
千
五
百
九
十

七
・
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
を
東
及
び
南
東

に
進
み
立
ノ
塚
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
忍
野
村
水
呑
地
区
に
至
る
登
山
道
を
南
西
に
進
み
忍
野

村
道
水
呑
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
西
に
進
み
子
ノ
神
川
管
理
用
道
路
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
管
理
用
道
路
を
西
進
し
金
山
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

子
ノ
神
川
右
岸
を
西
進
し
農
免
農
道
幹
線
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
西

進
し
忍
野
村
道
鶴
ヶ
池
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
進
し
忍
野
村
営
林
道
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
四
八



見
忍
野
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
百
三
十
五
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

休
猟
区
の
指
定
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

「
休
猟
区
を
」
の
下
に
「
指
定
し
、
併
せ
て
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
休
猟

区
の
存
続
期
間
と
同
一
の
期
間
、
当
該
休
猟
区
の
全
部
に
つ
い
て
、
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ

ノ
シ
シ
に
限
る
。）
に
関
し
、
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
と
し
て
」
を
加
え
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日山

梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

白
州
尾
白
の
森
名
水
公
園
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

北
杜
市
白
州
町
白
須
地
内
の
尾
白
橋
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
尾
白
川
を
南
西
及
び
西
に
進
み

尾
白
第
二
ダ
ム
に
至
り
、同
所
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
北
進
し
農
道
竹
宇
堰
下
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
農
道
を
北
東
に
進
み
農
道
神
明
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北

東
に
進
み
北
杜
市
道
竹
宇
尾
白
川
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
起
点
に
至

る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

三
十
八
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

大
武
川
河
川
公
園
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

北
杜
市
武
川
町
柳
沢
地
内
の
駒
城
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
北
杜
市
道
柳
沢
山
高
線
を

南
西
に
進
み
石
空
川
橋
東
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
西
進
し
同
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら

北
杜
市
道
柳
沢
九
号
線
を
南
西
に
進
み
甲
斐
駒
ヶ
岳
広
域
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

農
道
を
北
西
に
進
み
甲
斐
駒
ヶ
岳
大
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
杜
市
道
横
手
大
武
川
左
岸
線

を
北
東
に
進
み
駒
城
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
十
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

長
坂
小
荒
間
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

北
杜
市
長
坂
町
・
北
杜
市
大
泉
町
境
界
線
と
Ｊ
Ｒ
小
海
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

Ｊ
Ｒ
小
海
線
の
線
路
を
南
西
に
進
み
北
杜
市
長
坂
町
小
荒
間
地
内
の
三
分
一
湧
水
口
を
中
心
と
す

る
半
径
三
百
メ
ー
ト
ル
の
円
で
囲
ん
だ
線
（
三
分
一
湧
水
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
境
界
線
）
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
小
海
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
線
を
南
西
に
進
み
古
杣
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
進
し
標
高
千
百
六

十
メ
ー
ト
ル
等
高
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
東
に
進
み
県
道
六
百
九
号

（
小
荒
間
長
坂
停
車
場
線
）
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
南
東
に
進
み

県
道
六
百
九
号
（
小
荒
間
長
坂
停
車
場
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進

み
八
ヶ
岳
高
原
泉
郷
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
北
進
し
北
杜
市
長
坂

町
・
北
杜
市
大
泉
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
十
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
四
九



四
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

韮
崎
釜
無
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

国
道
二
十
号
と
県
道
六
百
二
号
（
武
田
八
幡
神
社
線
）
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
南
西
及
び
北
西
に
進
み
韮
崎
市
道
（
神
山
）
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
北
西
に
進
み
県
道
十
二
号
（
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
北
進
し
国
道
二
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
及
び
南
東
に
進
み
起
点

に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
百
六
十
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

広
瀬
湖
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

山
梨
市
三
富
広
瀬
湖
満
水
時
（
海
抜
千
五
十
四
メ
ー
ト
ル
）
水
面
全
域

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

五
十
五
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

山
梨
市
江
曽
原
地
内
の
山
梨
県
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
と
山
梨
県
果
樹
試
験
場
の
敷
地
境
界
線

の
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル
の
線
で
囲
ま
れ
た
一
団
地
（
富
士
塚
万
力
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
除
く
。）

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

玉
宮
ざ
ぜ
ん
草
公
園
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

甲
州
市
塩
山
平
沢
地
内
の
玉
宮
ざ
ぜ
ん
草
公
園
及
び
甲
州
市
塩
山
竹
森
地
内
の
山
梨
県
自
然
環

境
保
全
条
例
第
十
条
に
規
定
す
る
自
然
記
念
物
の
「
竹
森
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
に
指
定
さ
れ
た
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
の
生
育
地
全
域

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

猿
橋
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

大
月
市
猿
橋
町
地
内
の
国
道
二
十
号
と
県
道
五
百
九
号
（
朝
日
小
沢
猿
橋
線
）
と
の
接
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
約
千
四
百
メ
ー
ト
ル
南
進
し
大
月
市
猿
橋
町
桂
台
地
区
に
至
る
山

道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
約
六
百
メ
ー
ト
ル
北
西
に
進
ん
だ
地
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
西
進
し
大
月
市
猿
橋
町
小
沢
田
中
地
区
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
尾
根
を
西
進
し
神
楽
山
（
標
高
六
百
七
十
三
・
九
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
尾
根
を
約
百
メ
ー
ト
ル
西
進
し
た
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
月
猿
橋
町
桂
台
地
区
に

向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
を
北
、
北
東
、
北
及
び
北
西
に
進
み
大
月
市
道
小
沢
殿
上
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
、
東
及
び
北
に
進
み
大
月
市
道
殿
上
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
国
道
二
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
及
び
東

に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
二
十
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

川
茂
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
五
〇



２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

都
留
市
古
川
渡
地
内
の
国
道
百
三
十
九
号
と
都
留
市
道
古
川
渡
田
野
倉
線
と
の
接
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
都
留
市
道
姥
沢
川
通
り
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
南
西
に
進
み
県
道
四
十
号
（
都
留
イ
ン
タ
ー
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
北
西
に
進
み
県
道
七
百
五
号
（
高
畑
谷
村
停
車
場
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
北
西
に
進
み
桂
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
及
び
北
東
に
進
み
都
留
市
道
新

羽
子
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
都
留
市
道
横
吹
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
都
留
市
道
川
茂
堀
ノ
内
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
都
留
市
道
古
川
渡
田
野
倉
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
八
十
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

富
士
北
麓
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
地
内
の
国
道
百
三
十
九
号
と
中
央
自
動
車
道
富
士
吉
田
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
国
道
百
三
十
八
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
道
貯
水
池
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
道
東
原
城
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進

み
国
道
百
三
十
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し
富
士
吉
田
市
道
大
溝
支
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
県
道
七
百
十
七
号
（
山
中
湖
忍
野
富
士
吉

田
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
営
林
道
富
士
見
台
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
道
権
現
道
二
号
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
通
称
「
峰
山
」
を
経
て
通
称
「
平
山
峠
」
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
を
南
西
及
び

南
に
進
み
「
平
山
峠
」
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
シ
ボ
草
三
角
点
（
標
高
千
三
十
・
四
メ
ー

ト
ル
）
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
を
南
進
し
シ
ボ
草
三
角
点
を
経
て
東
京
電
力
株
式
会
社
鐘
ヶ
淵

発
電
所
導
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
導
水
路
を
南
進
し
県
道
七
百
十
七
号
（
山
中
湖

忍
野
富
士
吉
田
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
忍
野
村
道
鐘
山
新
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
西
進
し
国
道
百
三
十
八
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

国
道
を
北
西
に
進
み
富
士
吉
田
市
道
演
習
場
鐘
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み

東
富
士
五
湖
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
北
西
に
進
み
県
道
七
百
一
号
（
富
士

上
吉
田
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
富
士
吉
田
市
道
昭
和
大
学
通

り
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
県
道
七
百
十
六
号
（
富
士
北
麓
公
園
線
）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
富
士
山
有
料
道
路
（
通
称
「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
」）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
有
料
道
路
を
南
西
に
進
み
県
営
林
道
富
士
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
県
営
林
道
船
津
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

林
道
を
北
東
に
進
み
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
富
士
山
地
内
の
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
富
士
山
支
線

第
百
五
十
三
号
柱
に
至
り
、
同
所
か
ら
富
士
観
光
開
発
株
式
会
社
富
士
桜
高
原
別
荘
村
（
以
下
　

「
富
士
桜
高
原
」
と
い
う
。）
第
三
次
分
譲
地
南
側
道
路
と
を
直
線
で
結
ぶ
線
上
を
北
西
に
進
み

同
道
路
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
西
進
し
鳴
沢
村
道
六
百
八
十
三
号
線
と
の
接
点

に
至
り
、同
所
か
ら
同
村
道
を
西
進
し
富
士
桜
高
原
第
二
次
分
譲
地
南
側
道
路
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
道
路
を
西
進
し
富
士
桜
高
原
第
一
次
分
譲
地
南
側
道
路
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
道
路
を
西
進
し
県
営
林
道
鳴
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
鳴

沢
村
道
六
百
八
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
東
に
進
み
鳴
沢
村
道
六
百

十
八
│
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
東
に
進
み
京
王
帝
都
電
鉄
株
式
会
社

京
王
富
士
ス
バ
ル
高
原
別
荘
地
の
敷
地
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進

し
鳴
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
敷
地
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
鳴
沢

村
営
林
道
茅
つ
け
大
田
和
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
鳴
沢
村
道
Ⅱ

│
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
進
し
通
称
「
灰
つ
け
道
」
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
道
を
北
東
に
進
み
富
士
河
口
湖
町
道
〇
二
五
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
北
東
に
進
み
東
海
自
然
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
東
進
し
富

士
河
口
湖
町
道
六
千
五
百
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
富
士
河
口
湖

町
道
四
千
百
二
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
〇

一
〇
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
〇
一
〇
二
号
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
富
士
河
口
湖
町
道
三
千
百
四
十
六
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
東
に
進
み
県
道
七
百
十
四
号
（
鳴
沢
富
士
河
口
湖
線
）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
国
道
百
三
十
七
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
北
東
、
北
及
び
西
に
進
み
産
屋
ヶ
崎
に
お
い
て
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
・
南

都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
浅
川
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
南
都
留

郡
富
士
河
口
湖
町
・
富
士
吉
田
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
西

に
進
み
国
道
百
三
十
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
中
央
自
動
車
道

富
士
吉
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
五
一



平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

四
千
百
五
十
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
特
別
保
護
地
区
の
名
称

山
中
湖
特
別
保
護
地
区

２
　
特
別
保
護
地
区
の
区
域

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
湖
満
水
時
（
海
抜
九
百
八
十
一
メ
ー
ト
ル
）
水
面
全
域

３
　
特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
別
保
護
地
区
の
面
積

四
百
二
十
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

（二）

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

山
中
湖
鳥
獣
保
護
区
は
、
南
都
留
郡
山
中
湖
村
に
位
置
す
る
山
中
湖
を
中
心
と
し
た
区
域
で

あ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
植
林
、
ア
カ
マ
ツ
植
林
、
ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
等
が
分
布
し
て
い
る
。

当
該
地
域
は
、
河
口
湖
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
栖
湖
と
同
様
に
、
多
数
の
渡
り
鳥
が
中
継
地
と

し
て
利
用
す
る
重
要
な
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
山
中
湖
の
区
域
は
、
渡
り
鳥
の
ね
ぐ
ら
、
採
餌
場
と

し
て
重
要
で
あ
り
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
、
マ
ガ
モ
、
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヨ
シ
ガ
モ
、
ホ

シ
ハ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
、
ミ
コ
ア
イ
サ
等
が
多
数
確
認
さ
れ
、
渡
り
鳥
の
飛
来
数
が
特
に
多

い
中
核
的
な
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
第
二
種
特
別
地
域
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
山
中
湖
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る

区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
渡
来
す
る
渡
り
鳥
及

び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
　

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

s

山
中
湖
等
の
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
　

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
　

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

f

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
一
般
県
民
に
対
し
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る

区
域
の
指
定
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
上
野
原
丹
波
山
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

上
野
原
市
大
字
棡
原
字
天
原
一
〇
二
六
八
番
の
六

旧

五
・
五
〜

一
一
六
・
〇

地
先
か
ら

一
二
・
〇

上
野
原
市
大
字
棡
原
字
西
沢
一
〇
六
二
三
番
の
一
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梨
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、



地
先
ま
で

新

六
・
五
〜

一
一
三
・
〇

二
一
・
八

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
大
向
福
士
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
福
士
字
上
村
一
七
二
九
四

旧

一
五
・
〇
〜

六
〇
・
六

番
の
一
地
先
か
ら

二
七
・
〇

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
福
士
字
上
村
一
七
二
九
五

番
の
一
地
先
ま
で

新

一
七
・
〇
〜

六
〇
・
六

三
七
・
〇

公
　
　
　
告

'

松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
駆
除
命
令
を
行
う
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
区
域
及
び
期
間

１
　
区
域

（一）

甲
斐
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及

び
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

（二）

甲
州
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及

び
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

２
　
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
ま
で

二
　
森
林
病
害
虫
等
の
種
類

松
く
い
虫

三
　
行
う
べ
き
措
置
の
内
容

１
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
を
伐
倒
し

て
、
当
該
樹
木
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
樹
木
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
樹
木
を
は

く
皮
し
た
う
え
、当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

２
　
松
の
伐
採
跡
地
で
あ
っ
て
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
根
株
の
存

す
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
跡
地
に
存
す
る
当
該
根
株
並
び
に
松
く

い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
に
薬
剤
を
散
布
し
、
又
は
当
該
根
株
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る

枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

３
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伐
採
木
等
（
伐
採
さ
れ
た
樹
木
そ
の
他

土
地
か
ら
分
離
し
た
樹
木
の
幹
及
び
枝
条
（
用
材
及
び
薪
炭
材
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
木
等
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
伐

採
木
等
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
伐
採
木
等
を
は
く
皮
し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付

着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る

こ
と
。

四
　
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由

一
の
１
の
（一）
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
、
一
の
１
の
（二）
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お

い
て
前
年
度
中
に
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
本
年
度
に
お
け
る
気
象
条

件
及
び
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
の
発
生
状
況
に
か
ん
が
み
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松

く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
異
常
に
ま
ん
延
し
、
一
の
１
の
（一）
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
、
一
の
１

の
（二）
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

五
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

１
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従
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梨
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う
こ
と
。

２
　
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
一

の
１
の
（一）
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
中
北
林
務
環
境
事
務
所
、
一
の
１
の
（二）
の
区
域
に
つ
い
て
は
、

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
、
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

３
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該

措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
一
の
１
の
（一）
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
中
北
林
務
環
境
事
務
所
、
一

の
１
の
（二）
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
申
請
者
が
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
及
び
損
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。

４
　
知
事
は
、
三
の
１
に
規
定
す
る
樹
木
、
三
の
２
に
規
定
す
る
伐
採
跡
地
又
は
三
の
３
に
規
定
す

る
伐
採
木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
、
一
の
２
に
定
め
る
期
間
内
に
三
に
掲
げ
る
措
置

を
行
わ
な
い
と
き
、
行
っ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
当
該
措

置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
知
事
は
、
４
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
の
費
用
の
額
が
、
三
に
掲
げ
る
措

置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
べ
き
損
失
補
償
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る

額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

笛
吹
市
御
坂
町
栗
合
字
山
ノ
神
一
七
〇
の
一
の
一
部
、
一
七
〇
の
三
、
一
七
一
の
一
、
一
七
一
の

三
、
一
九
二
の
一
、
一
九
四
、
二
〇
三
、
二
〇
六
の
二
、
二
〇
七
の
一
及
び
二
〇
七
の
二
並
び
に
下

野
原
字
近
渡
八
四
二
の
一
及
び
八
四
四
の
三

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
笛
吹
市
役
所
　

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
千
百
三
十
八
　
株
式
会
社
秋
山
　
代
表
取
締
役
　
秋
山
広
幸

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
九
年
三
月
二
十
七
日
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
（
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
）

一
五

上

終
わ
り
か
ら
二

低
額
所
有
者

低
額
所
得
者

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

七
五
四


